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我
国
で
は
、
昨
年
５
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
こ
と
を
受

け
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み
、
一
部
、
大
手
企
業
等
に

お
い
て
は
、
３０
年
ぶ
り
の
高
水
準
の
賃
上
げ
が
報
道
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実
情
は
、
賃
金
上
昇
が
物
価
上

昇
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
実
質
賃
金
は
２
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
ロ
シ
ア
・ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
そ
れ
に
続
く
イ
ス
ラ
エ

ル
・ハ
マ
ス
の
紛
争
な
ど
、
国
際
関
係
に
お
け
る
分
断
が
露
わ
に
さ

れ
、
地
政
学
リ
ス
ク
は
高
ま
る
一
方
で
あ
り
ま
す
。
テ
ロ
や
武
力

紛
争
、
戦
争
、
そ
れ
ら
に
伴
っ
て
生
じ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混

乱
、
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・資
源
の
供
給
不
足
、
価
格
高
騰
、
為

替
や
株
式
の
乱
高
下
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
中
小
・小
規
模
事

業
者
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

第
１
回
通
常
議
員
総
会
開
催 

－１－ 

 
 

日
本
経
済
は
、
低
金
利
政
策
と
円
安
の
続
く
中
か
ら
、

非
常
に
厳
し
い
環
境
と
な
り
、
当
所
で
は
、
様
々
な
知
恵
と

工
夫
を
凝
ら
し
、
令
和
５
年
度
事
業
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
隔
年
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
町
民
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
（
さ
く
ら
商
品
券
）
は
、
実
に
第
１０
回

目
の
販
売
と
な
り
、
ま
た
同
時
発
売
さ
れ
た
建
設
商
品
券

は
第
８
回
目
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。
発
売
開
始
よ
り
間
も
な
く
目
標
販
売
額
を

上
回
る
お
申
込
を
頂
き
、
当
所
で
は
森
町
へ
補
助
金
の
増

額
を
要
請
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
全
員
に
ご
購
入
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
物
価
の
高
騰
・
原
材
料
高
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
い
る
町
民
の
皆
様
の
一
助
を
担
う
と
と
も
に
、

地
元
経
済
の
回
復
に
努
め
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
前
年
度
に
引
き
続
き
飲
食
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
販
売
い
た
し
ま
し
た
が
、
８６･

３
％
の
実
績
率
に
止
ま
り

ま
し
た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
率
５０
％
（
前
年
比
半
減
）
の
影
響
が

推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
地
元
飲
食
業
の
新
た
な
問
題
・
課
題

が
表
面
化
、
森
飲
食
店
会
を
は
じ
め
関
係
団
体
な
ど
皆
が

連
携
し
、
将
来
の
街
づ
く
り
構
想
な
ど
具
現
化
に
よ
る
解

決
へ
向
か
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
豊
か
な
農
水
産
物
を
有
す
る
我
が
森
町
で
す
が
、

知
名
度
の
引
上
げ
が
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
地
元
特
産
品
を
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る

た
め
「商
談
会
等
出
展
支
援
事
業
」を
継
続
的
に
実
施
し
て 

令
和
６
年
度 

【
事
業
報
告
総
括
】 

 

令
和
６
年
度
第
１
回
通
常
議
員
総
会
が
６
月
2７
日
（木
）

当
所
２
階
・
交
流
イ
ベ
ン
ト
サ
ロ
ン
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、

議
員

49
名
（
内
委
任
状

25
名
）
が
出
席
、
は
じ
め
に
、

監
事
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
令
和
５
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

し
た
結
果
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
い
り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
こ
と
で
、
物
流
や
商
品
価
値

な
ど
を
背
景
に
現
地
バ
イ
ヤ
ー
と
販
路
拡
大
に
貢
献
、
特

産
品
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
よ
う
、
出
展
者
に
よ
る
実

績
報
告
な
ど
、
活
用
事
例
の
見
え
る
化
に
よ
り
支
援
体
制

を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
。 

こ
の
様
に
、
森
町
の
諸
課
題
を
解
決
し
力
強
く
前
進
す

る
た
め
に
は
、
森
町
役
場
、
と
り
わ
け
森
町
長
は
じ
め
、
森

町
議
会
、
地
元
企
業
、
経
済
団
体
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
何
よ
り
重
要
と
考
え
て
お
り
、
年
に
４
回
の
懇
談
会
開

催
の
約
束
を
さ
せ
、
令
和
５
年
度
は
４
月
と
２
月
の
２
回
、

森
町
と
当
所
と
の
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

昨
年
１１
月
、
森
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所
が
稼
働
、
そ
の
期

待
度
は
高
ま
り
、
チ
ャ
ン
ス
を
財
産
と
し
、
地
元
産
業
へ
の

有
効
活
用
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
今
、
地
球
温
暖

化
の
緩
和
・
対
策
の
た
め
、
Ｇ
Ｘ
推
進
が
強
く
叫
ば
れ
る

中
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
恩
恵
は
大
き
く
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
可
能
と
な
れ
ば
、
地
域
で
経
済
が

循
環
し
、
地
場
産
業
の
発
展
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
場
で

発
電
さ
れ
る
電
気
や
熱
を
地
域
の
防
災
計
画
に
役
立
て
る

こ
と
は
大
変
有
効
で
あ
り
、
オ
ー
ル
森
町
で
の
働
き
か
け
が

必
須
で
す
。 

さ
ら
に
、
我
が
森
町
は
活
火
山
、
駒
ケ
岳
を
背
負
っ
て
お

り
、
噴
火
の
危
険
性
は
高
く
、
ま
た
、
地
震
・
津
波
発
生
時

に
、
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
避
難
道
の
設

置
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
当
所
で
は
、
函
館
開
発
建
設
部
と

の
意
見
交
換
を
通
し
、
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
を
受

け
、
当
町
の
抱
え
る
諸
課
題
の
現
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

改
善
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
要
望
し
続
け
て
お
り
ま
す
。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

森
町
が
、
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
地
域
全
体
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
え
る
仕
組
み
を
築
く
た
め
、
学
校
と
地
域

社
会
と
の
協
働
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
森
町
の
子
ど
も
た

ち
に
、
地
元
産
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

森
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
「
地
域
学

習
講
話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
所
で
は
、
商
業

関
係
の
講
師
依
頼
を
お
受
け
し
、
会
頭
は
、
森
町
の
子

ど
も
た
ち
に
向
け
て
地
元
産
業
や
経
済
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
講
話
い
た
し
ま
し
た
。 

 

当
所
相
談
業
務
に
お
い
て
は
、
会
員
様
の
経
営
指
導

の
強
化
、
イ
ン
ボ
イ
ス
や
定
額
減
税
な
ど
税
制
改
正
対

策
、
労
務
管
理
の
指
導
強
化
（
就
業
規
則
の
備
付
、
労

使
協
定
の
締
結
等
）
、
そ
の
他
、
経
済
情
勢
に
対
処
す

る
た
め
、
「
中
小
企
業
等
事
業
再
構
築
促
進
補
助
金
」

の
申
請
に
伴
う
サ
ポ
ー
ト
並
び
に
「
森
町
特
定
創
業

支
援
事
業
」
事
業
計
画
に
係
る
相
談
・
指
導
等
を
積

極
的
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
確
定
申
告
の
時

期
に
は
、
個
別
の
事
業
所
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
に

も
尽
力
い
た
し
ま
し
た
。 

  

な
お
、
当
所
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新

入
会
員
の
加
入
勧
奨
を
積
極
的
に
行
い
、
令
和
５
年

度
は
４
事
業
所
の
加
入
実
績
で
あ
り
ま
し
た
が
、
経

営
不
振
や
高
齢
の
た
め
、
13
事
業
所
様
が
退
会
さ

れ
ま
し
た
。 

 

－２－ 

 
 

ほ
か
に
、
会
員
企
業
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
た
め

の
各
種
共
済
制
度
の
充
実
と
健
康
経
営
の
推
進
、
ま

た
、
受
験
者
な
ら
び
に
検
定
担
当
者
の
健
康
と
安
全

に
配
慮
し
、
引
き
続
き
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
の 

 

検
定
試
験
の
実
施
、
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
企
業

情
報
の
発
信
な
ど
、
地
域
経
済
総
合
発
展
の
た
め
会
員

並
び
に
役
職
員
一
同
、
総
力
を
結
集
し
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。 



－３－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎
役
員
・
議
員
・
職
員 

表
彰 

７
月
５
日
・６
日
の
２
日
間
、
岩
見
沢
市
に 

於
い
て
第
72
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
が 

開
催
さ
れ
、
全
道
42
商
工
会
議
所
か
ら 

約
４
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
当
所
か
ら
は
、 

 

伊
藤
会
頭
は
じ
め
７
名
の
役
員
・
職
員
が 

 

参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

初
日
は
ゴ
ル
フ
大
会
と
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、 

ゴ
ル
フ
大
会
に
は
伊
藤
会
頭
・水
野
副
会
頭
・ 

河
野
昭
次
常
議
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会
で
は

地
元
、
空
知
の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
お
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を

彩
り
、
和
や
か
な
う
ち
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。 

２
日
目
、
本
大
会
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
へ
黙
祷
を
捧
げ
た

あ
と
、
主
催
者
を
代
表
し
て
道
商
連
・岩
田
会
頭
が
挨
拶
を
さ
れ
、

続
け
て
、
岩
見
沢
商
工
会
議
所
・松
浦
会
頭
が
開
催
地
代
表
と
し
て

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
者
紹
介
に
続
き
、
北
海
道
経
済
産
業

局
長 

鈴
木
洋
一
郎
氏
、
北
海
道
知
事
代
理 

浦
本
元
人
副
知
事
、

岩
見
沢
市
長 

松
野
哲
氏
、
日
本
商
工
会
議
所
常
務
理
事 

畠
山

一
成
氏
の
４
名
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

議
事
に
お
い
て
は
、
道
内
42
商
工
会
議
所
で
取
り
ま
と
め
た

地
域
の
諸
課
題
に
対
す
る
政
策
提
言
・
要
望
事
項
と
し
て
、

「
現
下
の
状
況
を
打
開
す
る
早
急
な
景
気
・
経
済
対
策
の
実
行
」
、

「
人
手
不
足
へ
の
対
応
強
化
並
び
に
地
域
人
材
の
確
保
・
育
成
」
、

「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
活
動
を
支
え
る
環
境
整
備
」

な
ど
、
特
別
提
案
を
含
む
１2
議
案
が
発
表
さ
れ
、
満
場
一
致
で

採
決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
政
策
提
言
・
要
望
事
項
は
、
当
日
、
北
海
道
や
道
内
の

関
係
省
庁
に
手
交
さ
れ
た
ほ
か
、
後
日
、
国
の
財
務
省
や
国
土

交
通
省
な
ど
の
関
係
省
庁
に
中
央
要
望
を
行
い
ま
す
。 

◆
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会 

永 

年 

勤 

続 

表 

彰 

           

 

【
役
員
・議
員
35
年
以
上
】 

 

・議 
 
 

員 
 

佐

々

木

修 

㈱
ヤ
マ
イ
チ
佐
々
木
精
肉
畜
産  

代
表
取
締
役 

 

・議 
 
 

員 
 

村

上

正

人 

㈲
マ
ル
イ
ゲ
タ           

代
表
取
締
役 

 

【
役
員
・議
員
10
年
以
上
】 

 

・副 

会 

頭 
 

阿

部

剛

士 

㈲
ガ
レ
ー
ジ
サ
ン
デ
ィ   

 
 

代
表
取
締
役 

 

・常 

議 

員 
 

本

間

信

孝 

㈱

マ

ル

マ

ス        

代
表
取
締
役 
 

 
 

・常 

議 

員 
 

明

井

清

治 

㈱

み

よ

い     
  

 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

 

・常 

議 

員 
 

平

井

克

宏 

㈲
マ
ル
ヤ
設

備

工

業     

代
表
取
締
役 

 
・常 

議 

員 
 

橋

本

治

仁 

㈲
丸
金
橋
本
設
備
工
機   

 

代
表
取
締
役 

 

・議 
 
 

員 
  

林

伸 
丸

協

石

油

㈱          
 

取
締
役
部
長 

 

・議 
 
 

員 
 

吉

田

信

一 

㈱
マ
ル
モ
フ
ー
ズ 

    
  

  

代
表
取
締
役 

第
72
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会 

・議 
 
 

員 
 

黒

滝

和

男 

黒

滝

不

動

産   
   

  

経 

営 

主 
 

・議 
 
 

員 
 

伊

藤

正

広 

㈱
山
昭
伊
藤
食

品 
    

 

代
表
取
締
役 

 

・議 
 
 

員 
 

堀

川

 

保 

㈱
マ
ル
ニ
シ
西
田
水
産    

 
代
表
取
締
役 

 
     

・議 
 
 

員 
 

野

田

研

介 

㈲

野

田

工

業   
    

 
 

代
表
取
締
役 

 

【職
員
25
年
以
上
】 

 

・嘱
託
職
員 

 

古

内

久

美

子 
 
 

（敬
称
略
） 

令
和
六
年 

春
の
叙
勲 

当
所
会
頭 

伊
藤
新
吉
氏 

旭
日
小
綬
章
を
受
章 

２
０
２
４
年
春
の
叙
勲
お
よ
び
褒
章
が
４
月
29
日

付
け
で
内
閣
府
よ
り
発
令
さ
れ
、
森
商
工
会
議
所

会
頭
の
伊
藤
新
吉
氏
が
『
旭
日
小
綬
章
（
産
業
振
興

功
労
）
』
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

当
所
の
伊
藤
会
頭
は
、
１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）

よ
り
常
議
員
に
就
任
。
２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
に
は

会
頭
に
就
任
さ
れ
、
以
降
、
14
年
間
に
亘
り
地
域
に

お
け
る
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
場
産
業
の

振
興
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
よ
り
、
令
和
六
年
春
の
叙
勲
で

『
旭
日
小
綬
章
』
を
受
章
さ
れ
、
去
る
５
月
14
日
、

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
、

そ
の
後
皇
居
に
て
拝
謁
さ
れ
ま
し
た
。 

永
年
の
ご
功
績
に
対
す
る
、
栄
え
あ
る
受
章
を

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

           

 

 

 

 

 

 

 

 

－４－ 

金 利 

令和 6 年度第２期分 

会費納入のお願い 
 

７月は、当商工会議所の会費納入月となって

おります。 

会費の納入はお手数ですがお振込または 

事務所までご持参下さいます様お願い申し 

上げます。 

 

納付期限  

８月９日(金) 
 

[ビレッジベーカリー駒ヶ岳] 

新しく入会いただきました。 

ありがとうございます。 

 

新規学卒者の雇用についてのお願い〈要請手交〉 

令和６年６月１９日（水）、北海道渡島総合振興局、北海道教育庁渡島

教育局、渡島町村会、北海道高等学校長協会、函館公共職業安定所から

当会議所に対し、新規学卒者の雇用についての要請に関する手交が

行われました。 

 管内における新規学卒者を巡る雇用情勢については、令和６年３月新規

高等学校卒業者の本年３月の就職内定率が 98.2％となった一方で、令和５

年３月時点における道内新規高卒就職者の就職後３年以内の離職率が

43.9％と、半数近くの者が就職後早期に離職している状況となっています。 

当所会員企業様におかれましては、早期離職の防止及び職場定着の

ため、正社員求人の積極的な提供や企業情報の発信、 

公正な採用選考の実施、就労者への相談体制の構築、 

若年者の人材育成の推進について、ご配慮くださいますよう 

何卒よろしくお願い申し上げます。  

（敬称略） 

 

～新入会員紹介～ 


